
 

令和７年度 福岡県学力調査結果と分析について 

糸島市教育委員会 

 

１ 福岡県学力調査実施状況（実施：令和７年５月） 
（１）調査学年・科目  

小学校（対象学年：５年生） 国語、算数 
中学校（対象学年：１年生及び２年生）  国語、数学、英語（２年生のみ） 

（２）参加状況（代表値：国語） 
   小学校 ５年生 福岡県：22,760人   糸島市：1,028人 
   中学校 １年生 福岡県：22,102人   糸島市：  880人 
       ２年生 福岡県：21,176人   糸島市：  856人 

 

２ 平均正答率（全体及び観点別）  

（１）小学校 第５学年 

 
 

（２）中学校 第１学年 

 

 

（３）中学校 第２学年 
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 ❏ 小学校、中学校（1,2年生）ともに全ての教科で県平均を上回った。 

 ❏ 小学校、中学校（1,2年生）ともに全ての領域で県平均を上回った。 

 

 

３ 結果から見えた糸島市の課題  

【小学校 第５学年】 

 ○ 文章を書く上での文の構成を理解することに課題がある。 

 ○ 図形の構成の仕方を考察して、その図の中にみられる図形の性質を見いだすことに課題があ

る。 

 

【中学校 第１学年】 

 ○ 説明的な文章に関する問題で、要旨にかかわる中心になる語句の意味を的確にとらえることに

課題がある。 

 ○ データの活用の問題で、起こり得る場合を順序よく整理して調べることに課題がある。 

 

【中学校 第２学年】 

 ○ 文学的な文章に関する問題で、内容を理解し、登場人物の心情とその対象を理解することに課

題がある。 

 ○ 数と式の問題において、文字式の計算や自然数を素因数分解すること、比例式を解くことに課

題がある。 

 ○ コミュニケーションとして必要となる、基本的な語彙や文法・語法（正しい be動詞を選択す

る）についての知識に課題がある。 

 

【小中共通】 

○ 小学校、中学校の国語において、言葉の特徴や使い方に関する領域で、漢字を文脈に即して正

しく使う問題の正答率が低い傾向にある。 

○ 全体的に知識・技能を問う問題の正答率が高く、思考・判断・表現を問う問題の方が低い傾向

にある。 
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４ 福岡県学力調査を踏まえた今後の取組 

糸島市学力向上プランに基づいて、以下の取組を行う。 

（１） 学習指導の日常的な改善 

 ・ 漢字や同音異義語、熟語の使い分けについて、文脈の中で理解し、活用できる力を身に付け

る書く活動の充実と読書活動の推進 

・ 発達段階に応じて視点を明確にしながら、文章を読んで理解したことや考えたことを整理・

説明・表現する言語活動の位置付けと指導の強化 

   ・ 学習支援ソフトに蓄積された個別の学習状況を活用して知識・技能問題に対するつまずき等

を把握し、取り組む個別学習の充実（家庭学習におけるＩＣＴ活用の推進） 

・ 「なぜ」「どうして」と問いかける場面を授業の中で意図的に増やし、グループでの話し合い

や意見交換を通じて、表現力を育てる子どもの主体的な学びを生み出す授業の充実 

 

（２） 調査結果分析と自校の課題・状況に基づく効果的な学力向上プランの作成と効果的な活用 

【各学校】 

・ 各学校での結果分析を基に、取組の評価を行い、令和７年度～令和８年度学力向上プランを

作成・活用し、全教科・全学級で徹底して取り組むことができる内容（例えば、発達段階に

応じて書かせる内容や考える視点を明確にした言語活動等）の設定 

・ 作成した令和７年度～令和８年度学力向上プランに基づく授業改善の検討と実践 

 

【教育委員会】 

・ 学び方や課題に応じた今後の目標と取組を共有するための、小中合同研修会の実施 

   （学力向上プランに基づく各学校の効果的な取組の共有化と改善） 


